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Special  Feature
Art ic le

特集

技
術
普
及
課

林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
て
の
取
組
み

１ 

林
業
へ
の
新
た
な
技
術
の
導
入

　

我
が
国
の
人
工
林
は
、
そ
の
半
数
が
一

般
的
な
主
伐
期
で
あ
る
50
年
生
を
超
え
、

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
将

来
に
わ
た
っ
て
発
揮
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
人
工
林
資
源
を
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
る
」
と
い
う
循
環
利
用
サ
イ
ク
ル
を

通
じ
た
森
林
の
適
正
な
整
備
・
保
全
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
安
定
的
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
施
業
の
集
約
化
や
、

作
業
シ
ス
テ
ム
の
低
コ
ス
ト
化
、
木
材
の

販
売
収
入
拡
大
等
に
よ
る
林
業
経
営
の
効

率
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
踏
ま
え
、
林
業
の

成
長
産
業
化
と
森
林
の
適
切
な
経
営
管
理

を
実
現
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
単
に
こ

れ
ま
で
の
取
組
の
継
続
で
は
な
く
、
生
産
・

流
通
・
利
用
・
経
営
管
理
の
様
々
な
面
で

効
率
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
の
1
つ
と
し
て

レ
ー
ザ
ー
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
型
ス
キ
ャ
ナ

（3D
-W

alker

）
を
活
用
し
た
収
穫
調

査
の
簡
素
化
や
計
測
機
能
付
ハ
ー
ベ
ス
タ

の
検
知
へ
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
湯
沢
支
署
と
由
利
署
管

内
の
ス
ギ
主
伐
及
び
間
伐
林
分
に
各
０
．

１
ha
程
度
の
調
査
地
を
設
定
し
、
従
来
の

収
穫
調
査
（
精
密
毎
木
）
と
新
し
い
技
術

で
あ
る3D

-W
alker

か
ら
得
ら
れ
る
情

報
を
比
較
し
、
そ
の
有
効
性
を
検
証
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
付
属
さ
れ
て
い

る
計
測
機
能
に
つ
い
て
は
、
得
ら
れ
る
木

口
径
や
長
級
、
材
積
な
ど
の
デ
ー
タ
と
検

知
の
結
果
を
比
較
・
検
証
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
作
業
の
省
力
化
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、3D

-W
alker

に
つ
い
て
は
、

立
木
の
形
状
を
把
握
で
き
る
と
い
う
特
徴

か
ら
、
素
材
の
採
材
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
実
際
に
出
材
さ
れ
た
丸
太
と
の
比

較
を
す
る
な
ど
、
他
へ
の
活
用
の
方
法
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
4
月
か
ら
新
た
な
「
森
林
経
営
管

理
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
と
と
も

に
、
6
月
に
は
国
有
林
野
の
一
定
区
域
に

お
い
て
、
木
材
の
需
要
者
と
連
携
す
る
事

業
者
が
一
定
期
間
・
安
定
的
に
樹
木
を
採

取
で
き
る
「
樹
木
採
取
権
制
度
」
が
導
入

さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
人
の
手
に
頼
っ

て
い
た
森
林
資
源
量
の
把
握
や
収
穫
調
査

等
の
業
務
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
効
率
的
な
取
組
へ
の
必
要
性
が

３D-Walker 計測の手順確認

３D-Walker による森林資源の把握
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技
術
普
及
課

林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
て
の
取
組
み

高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
林
業
経
営
の
効

率
化
推
進
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

２ 

森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）

　

 

の
育
成

　

林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
の
適
切
な

経
営
管
理
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
林
業

経
営
体
や
林
業
従
事
者
の
取
組
だ
け
で
な

く
、
地
域
課
題
や
技
術
的
課
題
等
の
解
決

に
関
し
、
行
政
機
関
、
研
究
機
関
、
教
育

機
関
等
と
の
連
携
が
重
要
な
要
素
と
な
り

ま
す
。

員
な
ど
が
受
講
し
、
森
林
総
合
監
理
士
に

必
要
な
地
域
の
森
林
づ
く
り
の
構
想
を
描

け
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

森
林
総
合
監
理
士
は
、平
成
30（
２
０
１
８
）

年
度
現
在
、１
，２
７
４
人
が
登
録
さ
れ
て

お
り
、こ
の
う
ち
国
の
職
員
は
２
０
２
人
に

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
試
験
は
、
7
月
20
日
、
21
日
に

終
了
し
、
東
北
局
で
は
32
名
が
受
験
に
臨

み
ま
し
た
。

  

こ
れ
ま
で
、
国
有
林
野
事
業
で
は
専
門

的
か
つ
高
度
な
知
識
や
技
術
と
現
場
経
験

を
有
す
る
森
林
総
合
監
理
士
等
を
系
統
的

に
育
成
し
、
地
域
の
林
業
関
係
者
と
の
連

携
促
進
や
市
町
村
行
政
に
対
し
「
市
町
村

森
林
整
備
計
画
」
の
策
定
と
実
行
監
理
に

向
け
た
技
術
的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
「
是
非
資
格
試
験
に
挑
戦
し
て

み
た
い
。」
「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
内
容
に
つ

い
て
も
っ
と
知
り
た
い
。」
な
ど
興
味
の
あ

る
方
は
、
技
術
普
及
課
で
常
時
受
付
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

  

国
有
林
野
事
業
で
は
、
そ
の
組
織
力
、

技
術
力
及
び
森
林
資
源
を
活
用
し
、
多
様

な
森
林
整
備
を
推
進
す
る
中
で
、
森
林
施

業
の
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

民
有
林
関
係
者
等
と
連
携
し
た
施
業
の
推

進
、
施
業
の
集
約
化
へ
の
支
援
、
林
業
事

業
体
や
森
林
・
林
業
技
術
者
等
の
育
成
及

び
林
産
物
の
安
定
供
給
等
に
取
り
組
む
こ

と
を
通
じ
、
林
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現

に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
林
野
庁
や
東
北
森
林

管
理
局
で
は
地
域
に
お
け
る
指
導
的
な
役

割
を
果
た
す
森
林
・
林
業
の
専
門
家
と
し

て
森
林
総
合
監
理
士
を
育
成
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
9
月
に
路
網
配
置
計
画
と

情
報
化
技
術
を
用
い
た
現
地
踏
査
を
テ
ー

マ
に
「
技
術
力
維
持
・
向
上
対
策
研
修
（
実

践
研
修
）」
を
行
い
、
10
月
に
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
等
を
活
用
し
た
路
網
配
置
計
画
や
地
域

の
特
性
と
森
林
資
源
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ま
で
含
め
た
構
想

を
演
習
す
る
「
林
業
成
長
産
業
化
構
想
技

術
者
育
成
研
修
」
を
実
施
、
ま
た
地
域
の

林
業
を
考
え
て
い
く
「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
育

成
研
修
」
を
9
月
と
来
年
1
月
に
実
施
し

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
で
は
、
森
林
総
合
監
理

士
や
将
来
森
林
総
合
監
理
士
を
目
指
す
者

を
対
象
と
し
て
お
り
、
国
有
林
・
民
有
林

職
員
だ
け
で
な
く
林
業
に
携
わ
る
団
体
職

フォレスター候補者による民国連携対策会議

CS 立体図を用いた作業配置の作成

CS 立体図とタブレットを活用した現地踏査
（CS : 地形判読を容易にする立体図）
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下
北
森
林
管
理
署
は
、
本
州
最
北
端

に
位
置
す
る
下
北
半
島
の
国
有
林
約
８

万
６
千
ha
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
民
有

林
を
含
め
た
森
林
率
が
83
％
と
非
常
に

高
く
、
国
有
林
が
管
内
森
林
の
73
％
を

占
め
、
下
北
地
域
の
水
が
め
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
す
な
ど
公
益
的
機
能

の
高
度
発
揮
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
署
で
は
、
青
森
ヒ
バ
林
復
元
の
取

組
や
森
林
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
の
推

進
・
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
へ
の
森
林
・
林
業
の
普
及
啓
発
、
地

域
の
林
業
関
係
者
等
へ
の
現
地
検
討
会

に
よ
る
先
導
的
な
取
組
の
情
報
提
供
等

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
最
近
の
活
動
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

【
森
と
湖
に
親
し
む
つ
ど
い
】

　
７
月
４
日
（
木
）
に
「
森
と
湖
に
親

し
む
つ
ど
い
」
が
、
野
平
高
原
キ
ャ
ン

プ
場
及
び
川
内
ダ
ム
湖
周
辺
に
お
い

て
、
む
つ
市
立
川
内
小
学
校
４
年
生
24

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
森
と
湖
に
親
し

む
旬
間
の
行
事
と
し
て
、
下
北
地
域
県

民
局
、
む
つ
市
と
共
催
し
、
森
林
や
ダ

ム
、
河
川
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
地

域
住
民
等
の
関
心
・
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
署
が
担
当
す
る
森
林
教
室
で
は
、

「
森
の
恵
み
と
治
山
」
を
テ
ー
マ
に
紙

芝
居
を
し
、
森
林
の
機
能
や
治
山
の
目

ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
ま
で
の
一
連
の
作

業
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
生
産
さ

れ
た
チ
ッ

プ
は
八
戸

等
へ
運
搬

さ
れ
、
バ

イ
オ
マ
ス

発
電
等
に

活
用
さ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
ま

で
あ
ま
り

利
用
が
進

ま
な
か
っ

た
林
地
残

材
で
す
が
、

バ
イ
オ
マ

ス
発
電
等

の
需
要
増

に
加
え
、

林
地
残
材

の
整
理
に

よ
る
再
造

林
時
の
造

林
経
費
の

低
減
、
下

刈
等
作
業

時
の
労
働

安
全
性
の
向
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、

更
な
る
利
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
現

地
見
学
会
を
通
し
て
事
業
体
等
の
林
地

残
材
に
対
す
る
興
味
・
関
心
も
高
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
効
率
的
な
林
地
残
材
の
処
理

方
法
の
検
討
や
費
用
対
効
果
の
分
析
を

行
う
な
ど
、
地
域
の
林
業
成
長
産
業
化

に
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。 

　
そ
の
後
、ダ
ム
見
学
や
ヤ
マ
メ
の
放
流
体

験
が
行
わ
れ
、無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
後
日
子
供
た
ち
か
ら
「
今
日
学
ん
だ

こ
と
を
両
親
に
伝
え
た
」と
お
礼
の
手

紙
が
届
き
、森
林
の
大
切
さ
や
木
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

【
移
動
式
チ
ッ
パ
ー
現
地
見
学
会
】

　
７
月
25
日
（
木
）
に
、
下
北
地
域
県

民
局
、
む
つ
市
、
林
業
事
業
体
等
約
60

名
の
参
加
を
得
て
、
移
動
式
チ
ッ
パ
ー

現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
見

学
会
で
は
、
当
署
管
内
で
初
め
て
移
動

式
チ
ッ
パ
ー
を
導
入
し
た
㈲
川
崎
造
材

に
全
面
的
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
立
木
販
売
の
皆
伐
作
業
地
に

お
い
て
、
林
内
に
散
在
す
る
端
材
・
末

木
枝
条
等
の
林
地
残
材
を
グ
ラ
ッ
プ
ル

や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
で
集
材
、
集
積
す
る
作

業
や
、
林
道
沿
い
の
土
場
に
集
積
し
た

林
地
残
材
を
グ
ラ
ッ
プ
ル
で
移
動
式
チ

ッ
パ
ー
に
投
入
し
チ
ッ
プ
を
生
産
、
ト

的
等
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
っ
た
木
工
品
制
作
で
は
、

下
北
産
の
ヒ
バ
材
を
使
っ
た
ミ
ニ
チ
ェ

ア
を
作
り
ま
し
た
。
当
署
職
員
の
説
明

に
従
い
、
子
供
た
ち
は
上
手
に
か
な
づ

ち
を
使
い
こ
な
し
、
15
分
ほ
ど
で
完
成

し
ま
し
た
。
自
分
で
作
っ
た
ミ
ニ
チ
ェ

ア
に
腰
か
け
、
座
り
心
地
を
確
認
し
な

が
ら「
ヒ
バ
の
い
い
に
お
い
が
す
る
」な

ど
と
話
し
、郷
土
樹
種
ヒ
バ
と
の
触
れ
合

い
を
楽
し
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
次
の
丸
太
切
り
体
験
で
は
、
直
径
10

セ
ン
チ
程
の
ス
ギ
の
小
丸
太
を
手
ノ
コ

で
切
り
落
と
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
作

業
に
悪
戦
苦
闘
し
、
途
中
で
雨
脚
が
強

く
な
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
見
舞
わ
れ
な
が

ら
も
、
自
分
で
切
り
落
と
し
た
輪
切
り

の
コ
ー
ス
タ
ー
を
手
に
、
皆
満
足
げ
な

様
子
で
し
た
。

ヒバミニチェア制作中

美しい森林づくり

丸太切り体験の様子

林地残材の集材の様子移動式チッパーでの粉砕・積込の様子

森
林
・
林
業
の
普
及
啓
発
、

林
業
成
長
産
業
化
へ
の
貢
献

下
北
森
林
管
理
署

皆伐斜面で地形・土壌を視る目を養う
森林総合研究所東北支所　大貫　靖浩森のおはなし

ー columnー

１．はじめに
　成林している山を遠くから見ると、山や斜面の大体
の形はわかりますが、山ひだや小さい谷などの細かい
地形まではわかりません。この点は、今普及しつつあ
るUAV（ドローン）による撮影でも同様です。樹冠
の下に広がる地表面を直接撮影することが、冬季の落
葉広葉樹林を除けば難しいからです。ところが、山の
斜面全体が皆伐されると、しばらくの間は遠くからで
も細かい地表面の凹凸まで認識できるようになります
（写真1）。それに加えて、斜面に縦横に走る林道や作
業路の山側（切土法面）には、土壌や石礫、岩盤が１
ｍ以上の厚さで連続的にあらわれ、その付近の斜面の
土が厚いか薄いか、石礫が多いか少ないか、どのよう
な地質かが近くで観察するとはっきりわかります。こ

れらの情報をうまく
使えば、その斜面が
再造林に適した場所
かどうかを判断する
上で目安となる、い
くつかの指標を得る
ことができそうで
す。

２．山地斜面の微地形を捉える
　皆伐された斜面を歩くと、その場所が尾根なのか、
中腹なのか、谷なのか、近くと遠くを交互に見ること
によってはっきりと認識できます。しかしながら、現
場ではより細かい地形（微地形）は専門家でないと判
別できません。先に述べましたように、遠くからの方
が微地形の判読がしやすいですので、垂直方向の上空
から皆伐斜面をUAVで撮影するのが非常に有用とな
ります。図1に、UAVで連続撮影したオルソ画像から
作成した精密地形図（等高線間隔：５m、解像度：４
cm）の例を示します。皆伐された範囲は、地形図の
中央付近の色が薄い
部分です。この地形
図には、人間では気
づくことのできない
地表面の凹凸まで、
可視画像と等高線で
描かれており、谷頭
や谷壁、小流路、やせ
尾根、崩壊跡地まで
判読できます。

３．林道・作業路脇に露出する土壌の観察
　斜面の傾斜や、凸斜面・平行斜面・凹斜面のいずれ
かによって、切土法面の高さは変わってきますが、傾
斜が急なほど高く、凸斜面で高い傾向があります。さ
らに切土法面が高いほど、石礫や岩盤の占める割合が
多くなり、土壌が薄くなります。高さ2mくらいまで
の法面であれば、実際に土壌・石礫・岩盤を手でさ
わって軟らかさや、風化の度合いを確認することがで
きます。
　実際に皆伐・新植地の切土斜面で観察した例を、２
つの写真で示します。写真2は薄い土壌の観察例で、
赤白ポールの上約
20 cmが薄い土壌
（赤色の部分）、その
下が厚い石礫層で
す。画面上の一部に
スギの植栽木が見え
ますが、非常に薄い土
壌のため、例えば無降
雨時が続くと土壌の
乾燥による成長阻害
が危惧されま
す。
　一方、写真3
は対照的に厚
い土壌の観察
例で、写真左
側の人物と比
較 す る こ と
で、土壌の厚
さは約2mに
達していることがわかります。写真でははっきりしま
せんが、この付近は比較的傾斜の緩い窪地になってお
り、土壌がたまりやすい地形です。この付近のスギの
植栽木は、写真１のような場所と比較すると、乾燥時
により耐えられる土壌に生育していると考えられます。

４．おわりに
　以上のように、皆伐斜面では微地形や土壌の厚さが
良くわかります。一般に、土壌が厚くなればなるほ
ど、大雨のときの崩壊の危険性は増えますが、植栽木
にとって必要不可欠な土壌の保水力は上がります。気
候や地質による違いも含めて、どのような微地形では
土壌がどのくらい厚いかを推定するために、現在日本
の広範囲でデータを集めているところです。

図１：UAVで連続撮影したオルソ画像か
ら作成した精密地形図
（等高線間隔：5m、森林総合研究所　松浦
俊也氏提供）

写真1：皆伐斜面と作業道の遠景

写真2：切土法面にみられる薄い土壌と
厚い石礫層
白色の矢印は赤白ポール、黄色の矢印は
スギの植栽木

　　　写真3：切土法面にみられる厚い土壌
　　　黄色の矢印の部分が土壌の厚さ（約2m）
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　本誌今年度６月号のミニコラムで紹介された
早池峰は私の大好きな山で、岩手県在住の頃に
足繁く通ったものです。夏山シーズンが過ぎて
紅葉が始まる前の９月は、季節の端境期で登山
客の足が遠のく時期ですが、この９月の早池峰
こそ私の一押しです。固有種のナンブトウウチ
ソウが満開を迎え、高山帯の至る所が鮮やかな
ピンク色に染まるのです①。そして登山道脇に
は、これまた鮮やかな黄緑色のハヤチネフキ
バッタ②が！･･･私の目当てはこちらです。
　“ハヤチネ”と名付けられていますが、東北地
方と渡島半島の高標高域に生息する山地性の
バッタで、早池峰で本種に出会うのはまた格別
です。②は交尾中の２匹で、上が♂で下が♀にな
ります。交尾中ということはもちろん成虫なの
ですが、どちらも羽が極端に短いことにお気づ
きでしょう。フキバッタの仲間は全国に30種近
く生息していますが、成虫でも羽が伸びずに飛
翔できないのが大きな特徴です。
　と言いつつ自然界に例外はつきもので、羽が

長く伸びて空を飛べるハネナガフキバッタ③と
いう種が北海道から九州にかけて分布していま
す。東北地方の里山では春先に幼虫が大発生す
ることがあり、フキの葉が穴だらけになってい
るのは大抵本種の仕業です。東北で次に良く目
にするのはミカドフキバッタ④かもしれません。
この種はフキバッタらしく羽が短く、移動する
には地道に足で歩くしかありません。
　フキバッタ類は空を飛べず、せいぜい後脚で
ジャンプする程度で長距離を移動できないため、
各地域で独自の種に分化していきました。例え
ば北海道では高山帯にダイセツタカネフキバッ
タ⑤が、低地～山地帯にはサッポロフキバッタ
⑥が生息しています。他にも紀伊半島にはキイ
フキバッタ、四国にはシコクフキバッタ等々、そ
の地域の名前を冠したフキバッタが数多く存在
します。９月の連休はこれら“ご当地バッタ”と
の出会いを目的に、ちょっと遠くの山に行く･･･
という旅はいかがでしょうか？

①満開のナンブトウウチソウ ②ハヤチネフキバッタ♂♀ ③ハネナガフキバッタ♂

④ミカドフキバッタ♀ ⑤ダイセツタカネフキバッタ♀ ⑥サッポロフキバッタ♂

“ご当地バッタ”に出会う楽しみ
̶フキバッタ類̶

藤里森林生態系保全センター　専門官　有本　実
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。
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結
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果
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踏
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ま
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た
。

採材の検討（広葉樹）

採材の検討（広葉樹）  

検討会の様子

署から説明

枝葉等をチップ化枝葉等を収集後の林地

枝葉等の収集 検討会の様子
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いう種が北海道から九州にかけて分布していま
す。東北地方の里山では春先に幼虫が大発生す
ることがあり、フキの葉が穴だらけになってい
るのは大抵本種の仕業です。東北で次に良く目
にするのはミカドフキバッタ④かもしれません。
この種はフキバッタらしく羽が短く、移動する
には地道に足で歩くしかありません。
　フキバッタ類は空を飛べず、せいぜい後脚で
ジャンプする程度で長距離を移動できないため、
各地域で独自の種に分化していきました。例え
ば北海道では高山帯にダイセツタカネフキバッ
タ⑤が、低地～山地帯にはサッポロフキバッタ
⑥が生息しています。他にも紀伊半島にはキイ
フキバッタ、四国にはシコクフキバッタ等々、そ
の地域の名前を冠したフキバッタが数多く存在
します。９月の連休はこれら“ご当地バッタ”と
の出会いを目的に、ちょっと遠くの山に行く･･･
という旅はいかがでしょうか？

①満開のナンブトウウチソウ ②ハヤチネフキバッタ♂♀ ③ハネナガフキバッタ♂

④ミカドフキバッタ♀ ⑤ダイセツタカネフキバッタ♀ ⑥サッポロフキバッタ♂

“ご当地バッタ”に出会う楽しみ
̶フキバッタ類̶

藤里森林生態系保全センター　専門官　有本　実
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部
に
国
有
林
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め

で
す
。

　
広
域
に
所
在
す
る
国
有
林
の
恩
恵
を
受
け
た

の
か
・・・ 

観
光
・
食
べ
物
で
は
有
名
な
も
の
ば

か
り
。米
沢
市
の
上
杉
神
社
を
は
じ
め「
な
せ
ば

成
る
　
な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
　
何
事
も
」
の
名
言

で
知
ら
れ
る
、
米
沢
藩
9
代
藩
主
・
上
杉
鷹
山

公
に
ま
つ
わ
る
名
勝
旧
跡
。
吾
妻
山
周
辺
へ
の

登
山
（
火
山
レ
ベ
ル
上
が
る
と
危
険
）。
飯
豊
町

の
白
川
ダ
ム
の
雪
解
け
時
期
の
水
没
林
は
と
て

も
き
れ
い
で
、
カ
メ
ラ
マ
ン
が
早
朝
か
ら
訪
れ

ま
す
。
春
季
限
定
の
カ
ヌ
ー
で
の
水
没
林
散
策

も
有
名
で
す
。

　
そ
し
て
、
食
べ
物
。
ま
ず
一
番
に
「
米
沢
牛
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
お
察
し
の
と
お
り
高
く

て
な
か
な
か
手
が
出
ま
せ
ん
･
･
･
が
、
し
か

し
、
米
沢
に
は
財
布
の
味
方
「
米
沢
ラ
ー
メ
ン
」

が
あ
り
ま
す
。雑
誌
に
は
載
っ
て
な
い
、地
元
で

昔
か
ら
食
べ

ら
れ
て
い
る

お
い
し
い
お

店
の
多
い
こ

と
。

　
ま
た
、国

有
林
に
囲
ま

れ
た
温
泉
も

多
く
、
白

布
・
小
野
川

と
有
名
ど
こ

ろ
が
あ
り
ま

す
が
、と
り

わ
け
姥
湯
温

泉
は
自
家
発

電
の
一
軒
家

で
別
世
界
を

　
私
が
現
在
勤
務
し
て
い
る
米
沢
森
林
事
務
所

（
米
沢
・
玉
庭
担
当
区
）
は
山
形
県
の
南
東
部
に

位
置
し
ま
す
。
山
形
県
の
形
は
よ
く
人
の
横
顔

に
例
え
ら
れ
ま
す
が
、
当
事
務
所
の
管
轄
区
域

は
首
の
付
け
根
か
ら
後
頭
部
に
か
け
て
の
辺
り

で
す
。

　
米
沢
市
・

南
陽
市
・
高

畠
町
・
川
西

町
・
飯
豊
町

の
２
市
３
町

に
渡
り
、
国

有
林
の
管
理

面
積
は
１

７
，
４
５
６

ha
で
す
。
ど

こ
に
行
く
に

も
と
に
か
く

移
動
距
離
が

長
く
、
森
林

事
務
所
の
管

内
だ
け
で
１
日

に
１
８
０
㎞
の

距
離
を
走
っ
た

こ
と
も
・
・
・ 

。

元
は
「
官
行
造

林
」
主
体
の
米
沢

営
林
署
（
当
時
）

で
あ
っ
た
も
の

の
、
後
に
民
有
林

を
買
受
け
し
国

有
保
安
林
と
し

た
た
め
、
奥
羽
山

脈
や
吾
妻
・
飯

豊
連
峰
の
脊
梁

感
じ
る
秘
湯
で

す
。
し
か
し
･

･
･
、別
世
界

に
た
ど
り
着
く

に
は
、
切
り
返

し
（
ス
イ
ッ
チ

バ
ッ
ク
）
を
し

な
い
と
通
過
で

き
な
い
鬼
の
よ

う
な
ヘ
ア
ピ
ン

カ
ー
ブ
（
貸
付

地
）
が
!!
平
日

で
も
県
外
ナ
ン

バ
ー
の
車
両
が
多
く
、
姥
湯
へ
向
か
う
場
合
は

と
に
か
く
ラ
イ
ト
を
ハ
イ
ビ
ー
ム
で
点
灯
し
た

上
で
、
対
向
車
に
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
首
席
森
林
官
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
ま
す
が
、
十
数
年
ぶ
り
の
森
林
官

で
、
ま
さ
に
「
浦
島
太
郎
」
状
態
で
解
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
。境
界
巡
視
を
始
め
、生
産
・
造
林
請

負
等
の
監
督
業
務
や
自
治
体
対
応
な
ど
旧
米
沢

営
林
署
管
内
の
仕
事
を
汗
を
か
き
な
が
ら
こ
な

し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、管
内
で
の
大
き
な
事
業
と
し
て
、風
力

発
電
所
４
基
が
福
島
県
境
に
近
い
板
谷
地
区
の

国
有
林
内
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
当
該
貸
付
地

の
使
用
状
況
調
査
に
足
を
運
び
な
が
ら
進
捗
状

況
も
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
他
の
貸

付
地
も
更
新
手
続
き
の
た
め
の
現
地
確
認
の
時

期
に
な
り
ま
す
の
で
、
特
に
標
高
の
高
い
吾
妻

山
登
山
道
の
貸
付
地
確
認
に
あ
た
っ
て
は
、
お

い
し
い
物
を
蓄
え
た
お
腹
を
引
っ
込
め
る
こ
と

を
心
が
け
て
、
適
切
な
保
全
管
理
業
務
の
遂
行

に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

吾妻の山々に見守られて
置賜森林管理署　米沢森林事務所　首席森林官　大戸　剛

米沢市姥湯の絶景

飯豊町白川ダムの水没林

珍しいスイッチバックの道路

米沢城跡の上杉鷹山像
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森林官からの手紙
　秋田杉桶樽協同組合が中心となり「秋田杉で

作った桶や樽の一層の普及を図る」ことを目的に

「秋田杉桶樽サミット」を開催いたします。

　

　秋田杉桶樽は、美しい木目や香り、狂いの少な

さ、水分や塩分調整機能など優れた特徴があり、

昭和59年に国の、平成８年には秋田県の伝統的工

芸品に指定されております。

　その歴史は古く、秋田城遺跡から15～16世紀の

ものと推定される桶が見つかっており、江戸時代

には佐竹藩の保護のもと県内で大量生産され、昭

和30年代までは生活道具として使用され全国的に

も需要が伸びました。

　それ以降はプラスチック製品の普及により生産

は減少し、現在では生活の中でほとんど見かけな

くなった桶樽ですが、今だに使われている分野も

あります。「鏡割り」用の樽です。新年会などには

不可欠なアイテムです。近年、もっぱらホ－ロ－

の桶で醸造される日本酒ですが、木桶にもどして

醸造を行う酒造会社も現れています。

　このためにも、秋田杉桶樽の古くから伝えられ

てきた素晴らしさを再発見し、その歴史や、利用

効果について広く共有するとともに、多様な視点

から桶樽の新たな活用方法を検討することによ

り、桶・樽を含めた木材利用の促進につなげてい

きたいと考え、以下のとおり「秋田杉桶樽サミッ

ト」を開催いたします。

　１　開催日時　令和元年10月20日
　２　開催場所　秋田拠点センタ－アルヴェ
　３　催し内容　
⑴秋田県立大学木材高度加工研究所　足立幸

司先生や新政酒造株式会社　佐藤祐輔社長

による基調講演のほか、鶏めし弁当の株式

会社花善　八木橋秀一社長など桶樽利用者

によるパネルディスカッション

⑵桶樽製品の展示をはじめ、桶樽製造の実

演、木のおもちゃコ－ナ－や樽の鏡割り体

験コ－ナ－など盛りだくさんのイベントを

用意しております。お子様連れにも楽しん

でいただけるよう準備することで考えてい

ます。また、「ミス日本みどりの女神」も来

場予定です。こうご期待。

　なお、このサミットの開催に当たっては、公益

社団法人　国土緑化推進機構による「緑と水の森

林ファンド」および一般社団法人　日本森林林業

振興会　秋田支部からの「助成金」をいただく中

で開催されるものです。

秋田杉桶樽サミットの開催について
秋田杉桶樽サミット実行委員会

酒造会社の木桶

 秋田杉のおひつ

新しい桶樽の提案

8September 2019 
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紅葉の十二の滝

初夏の十二の滝

経塚 経甕

頂上展望台

我
が
署
の
名
所

庄
内
森
林
管
理
署

修
験
行
者
の
山「
経
ヶ
蔵
山
」と
飽
海
三
名
瀑「
十
二
の
滝
」

the Noted Place of My Jurisdiction

　
山
形
県
酒
田
市
北
俣
字
奥
山
国
有
林
内
に
あ
る
「
経
ヶ
蔵
山
」（
標
高
４
７
４
ｍ
）
は
、
や
ま
が

た
百
名
山
に
選
ば
れ
て
い
る
旧
平
田
町
を
代
表
す
る
里
山
の
一
つ
で
、「
十
二
の
滝
」
と
と
も
に

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
の
風
景
林
に
選
定
さ
れ
優
れ
た
景
観
を
構
成
す
る
森
林
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
山
頂
へ
は
、
円
能
寺
登
山
口
と
十
二
滝
登
山
口
の
２
つ
か
ら
可
能
で
、
ど
ち
ら
も
登
り
で
１
時
間

30
分
程
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
雪
解
け
間
も
な
い
春
先
の
山
野
草
や
初
夏
の
新
緑
の
い
き
い
き

し
た
草
木
、
錦
秋
に
燃
え
る
秋
の
山
な
ど
、
四
季
折
々
の
表
情
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、
経
ヶ
蔵
山
は
古
来
よ
り
修
験
道
の
山
と
し
て
栄
え
、
９
合
目
に
位
置
す
る
経
塚
に
は
、
お

経
を
納
め
た
山
形
県
指
定
文
化
財
の
経
甕
が
安
置
さ
れ
、
さ
ら
に
猿
渡
の
難
所
、
胎
内
く
ぐ
り
、
覗

き
岩
な
ど
が
あ
り
、
修
験
道
文
化
の
名
残
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
十
二
滝
登
山
口
手
前
に
は
、
全
国
最
多
の
滝
（
落
差
５
ｍ
以
上
：
２
３
０
箇
所
）を
誇

る
山
形
県
の
中
で
も
有
名
な
、
飽
海
三
名
瀑
に
数
え
ら
れ
流
紋
岩
の
岩
肌
を
落
下
す
る
「
十
二
の

滝
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
遠
方
か
ら
も
登
山
客
が
訪
れ
る
人
気
の
里
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
登
ら
れ
る
際
は
、
登
り
応
え
が
十
分
に
あ
る
山
で
す
の
で
、
装
備
を
し
っ
か
り
と
整
え
て
か
ら
登

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
　
　

き
よ
う

く
ら

さ
ん

あ

く
み

じ
ゆ
う
に

た
き
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